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　　　　　　　　　　　　　　　1　はじめに

　経済変動が生じる主要な原因の一つとして広く信じられているものに技術革

新がある．現在までのところ，このことを動学的一般均衡理論の枠組みで定式

化した著名なものとしてKydland＝Prescot亡モデルが存在する（モデルに関

しては，例えぱLncas［1987コを参照されたい）。このモデルによれぱ，技術

革新は・連続的に発生するランダムな生産性シ目ヅクとして説明され，このシ

冒ツクに基づく資本ストヅクの調整過程によって経済変動を導出している、し

かし，資本ストヅクを考慮する必要のない経済，例えぱ，非常に原始的な経済

あるいは資本の償却が非常に犬きな経済においても，人的資本，すなわち労働

カに体化された資本は必ず存在しており，この人的資本の調整過程によって技

術革新が経済変動をもたらす可能性が存在する．本論文の目的は，物理的な資

本ではなく，人的資本の調整によって経済変動が生じることを動学的一般均衡

モデルを用いて示すことにある．

示すにあたり・我々は・次の節で・・種類の消費財を合む世代交代モデルに，．　．

最も単純な形でLeamingbyDoingを導入する．（Leami㎎byDoingにつ
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いては，例えぱArrOw［ユ962コを参照されたい）．すなわち，財は労働によっ

てのみ生産されるものとし，未熱練労働は，時間の経過と共に，白然に熟練労

働になるのである・さらに我々は定常的な物理的環境を仮定する．全ての人は

同じ自然条件で誕生する。外生的な不確実性は存在しない．このセッティング

の下で，我々は技術革新を次の形で導入する．すなわち，突然に新産業が誕生

し，このために熟練労働は旧来の産業に集中し，新産業は未熟練労働によって

のみ生産が開始される，という状況である．この状況は，技術革新の一つの極

端な形であると考えられる。このとき，㎝rr㎝t　o1dは，2つの産業の一方で

ある旧来の産業に特化している熱練労働者として現れている1

　この，初期における一回眼りのシ目ヅクによづて，つぎの競争均衡が生まれ

る・すなわち・相対価楕は永遠に上下を繰り返す．そして，人々が現在およぴ

将来の労賃を所与として最適な産業を選択した結果，旧産業と新産業の二つの

産業の間で人的資本あるいは熟練度の相違による相対的な生産性の変動が生じ，

永遠に生産の増減を繰ケ返すのである．

　このモデノレで示された経済変動は，第一に，人的資本あるいは熟練が，

Leaming　by　dOingを通じて形成されるという伝達機構によって生じている、

更に，連続的ではなく1回限りの技術革薪によっても永続的な変動が起こり得

ることを示している．これらの点はKydland＝Prescottモデルで説明される

毛のとは金く異なる形の経済変動の存在を示唆するものと考えられる．

2　モデル

2．1．Fundamen偽1s

　今，離散時間のOGモデルを考える．経済には2種類の消耗財，ム巧が存

在するものとする．X産業においては，1単位の未熟練労働によってα単位の

財が産出され，1単位の熟練労働によってβ単位（β＞α）の財が産出されるも

のとする．y産業においては，1単位の未熟練労働によってα’単位の財が産

出され，1単位の熟練労働によってβ’単位（β’＞α’）の財が産出されるものと

する．ここで，単純化のために，α＝α’およぴβ＝β’を仮定する．いま，経
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済の始まり（‘＝1）には亙人の01dがおり，各后期（工≧1）には，2期間生存

する人（‘世代）がW人誕生すると仮定する、τ世代の各人危（厄＝1，2，一・・，

ハア）は，若いときと01dのときに，それぞれ，豚単位の労働時間が初期保有

量として与えられる．亡世代（¢≧1）の各人は，yomgのときにX産業かある

いはr産業のどちらか一方を選択し，未熟練労働者として労働に従事する．次

に，第2期めの人生，すなわちoldになったとき，彼は再ぴX産業かγ産業

を選択する．このとき，もしも彼がyOungのときに選択した産業と同じ産業

を選択すれば，彼は熟練労働者として労働に従事する．そして異なる産業を選

択すれぱ，彼は未熟練労働者となるのである．例えぱ，ある人がx産業の未熟

練労働者として1単位労働すれぱα単位のX財を産出するのである．そして，

年をとって再びX産業に従事すると彼は熟練労働者となって，1単位の労働当

りβ単位のx財を生産する．しかし，年とってγ産業に替わってしまえば，彼

は未熟練労働者として，労働1単位当りα単位のr財しか生産できないのであ

る・O世代については，彼らは全て，yomgのときにX産業に従事していたも

のと仮定する一ここで，‘世代（‘≧1）の各人は，次の効用関数仙：B．4→五

を持つものと仮定する．

ω（吻胞（‘），物克（‘），物児（汁1），吻乱（1＋1））＝1nθ苅厄（¢）十1n・η鬼（‘）

　十φ［lnθ〃厄（吉十1）十1n卯戸（¢十1）］

ここで，吻厄（∫），物庖（∫）は，それぞれ，f世代のん番目の人による，∫期のx

財とr財の消費量であり，φ＜α／βである．0世代については，豚単位の労働

時間と1n　o■o厄（1）十1n卯o厄（1）で表される効用関数を持つと仮定する．

2．　2．Market

　‘期（亡≧1）において，X財，r財およぴローン市場が存在する．いま，X

財の価格をニューメレールとし，士期におけるr財の個椿をρ（オ）とすれぱf

世代の厄番目の人は，

物吃（‘）十ρ（‘）吻叱（‘）十1’砲（広）≦肌吊（む）

　○ヱ戸（‘十1）十ρ（舌十1）卯戸（‘十1）≦肌π（ε十1）十r（亡）1’兄（‘）

あるいは，同じことであるが，　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
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以1）十ρ（1ル＾（1）十［・／γ（1）コ［吻ゐ（f＋・）切（1＋・）。。，胞（1＋。）コ

　≦卯（1）十［1／γ（1）コ卯（1＋1）

という予算制約の下で効用を最大化する・ここで，ユ、砲（工）はゐによる舌期のロ

ーン供給量，γ（f）は亡期における実質利子率（1期のX財1単位当りの1＋1

期のX財の量）である．また，　肌孔（f），卯（‘十1）は，それぞれ，yO㎜gの

ときと01dのときの労働収入であり，これらの値は彼の産業選択に依存する．

　人々の産業選択は・予算制約から明らかに，選択の結果得られる生涯所得に

依存する．いま，1世代の尻番目の人が選択する産業を考えてみると，4つの

場合がある．すなわち，a：X→γb：X→γc　lγ→X　d：γ→γである．選択

の結果が（a）であれぱ，youngのときにX財を㎜α単位，oldのときにX財

をWβ単位，生産することになる．（b）であれぱ，X財を肌α単位．y財

をWα単位，（c）であれば，γ財を肌α単位，X財を肌α単位，（d）であ

れば，y財を㎜α単位，ア財を豚β単位，それぞれ，y0㎜gのときと01d

のときに生産することになる．ここで，表現上の簡略化のために，彼の生産計

画をベクトル，θ‘旭ε府で表すことにする．（a）から（d）の選択ではθ工hは，

それぞれ，

　　　　　　　　　　　・：　〃＝（吻，0，豚β，O）

　　　　　　　　　　　b：　　　θ戸＝（肌α，O，O，豚α）

　　　　　　　　　　　・：　θ。厄＝（O，肌α，吻，0）

　　　　　　　　　　　d：　θ・胞＝（0，Wα，0，Wβ）

と表される．このとき彼の生涯所得の現在価値，肌市（f）十iユ／r（‘）］肌＾（ま十1），

はθ‘＾・（1，ρ（｛），1／γ（‘），［ユ／γ（‘）コρ（‘十1））によって与えられ，それぞれ

　　　　　　　　　a＝　　　　肌α十［1／r（‘）コWβ

　　　　　　　　　b：　　肌α十［1／γ（む）］ρ（‘十1）肌α

　　　　　　　　　c：　　　吻（‘）α十［1／γ（‘）コー仏α

　　　　　　　　　d：　　一⑫（‘）α十［1／γ（む）］豚ρ（‘十1）β

となる．彼は，（a）から（d）のなかで一番大きな所得が得られる産業選択を

行うことになる．
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ところで，‘期におけるx財の総供給，ム，およびγ財の総供給，巧，は，

　　　　　　　　　　　XFΣθグ（1，0，0，O）

　　　　　　　　　　　　十Σθ‘一1が（0，0，1，0）

　　　　　　　　　　　巧＝Σθ＾が（O，ユ，O，O）

　　　　　　　　　　　　十ΣθHが（0，0，O，1）

と表される．x財およびア財の¢期における総需要は，それぞれ，Σ6xグ（‘）

十Σ〇五、．、h．（f），Σo〃が（オ）十Σ吻一、が（工），であるから，‘期におけるこれらの

財の市場均衡条件は　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　xFΣo〃が（オ）十Σ伽．、が（舌）

　　　　　　　　　　　巧≡Σ肋胞‡（む）十Σ肋．1榊（‘）

となる．ローン市場については，

　　　　　　　　　　　　　　　Σ1t州（‘）＝0

が均衡条件となる．ここで“＊”は効用最大化問題の解を表す．

〈定義〉この経済における競争均衡とは，次の条件をみたす｛（ρ（f），γ（舌））｝H岨，

およぴ，｛（01、榊（士），け、州（亡），1、が（‘），o工、．1が（‘），卯H榊（‘），θグ）h＝1田である・

（i）すべての‘（‘≧1）について，｛ρ（‘），γ（圭）｝が与えられたとき（6エグ（オ），

cア、h‘（f），1。厄．（‘），o■皇＾．（ま十1），卯、肺（叶1），θグ）が‘世代の尻番目の人の効用1

最大化問題を解く．

（ii）（oエo榊（1），卯o榊（1），θo舳）が，O世代のん番目の人の効用最大化問題を

解く．

（iii）　すべての士（6≧1）について，

　　　　　　　　　　　五FΣ伽”（‘）十Σ0■H榊（f）

　　　　　　　　　　　巧＝Σ肋榊（‘）十Σ物．1が（‘）

　　　　　　　　　　　Σ1グ（‘）≡O

が成り立つ．

〈命題〉以下で与えられる競争均衡が存在する。

⑫（㈹一／：z；1；lllll：：1：意簑二：1
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およぴ，すべての危について

（〃‘（む），物＾＾（1），脈’克．（1），卯，．1厄‡（ま），φ阯児’）＝

（β岬2，α岬2，β岬2，α岬2，（0，肌α，0，Wβ））后が奇数のとき

｛
（α”2，β”2，α岬2，β〃2，（Wα，o，Wβ，O））亡が偶数のとき

＜証明〉補論を参照せよ．

　命題で与えられた均衡は，世代によって，選択する産業が交互に替わる．偶

数世代（‘＝2，4，……）はX産業を選ぴ，奇数世代（ξ＝1，3，5，……）はγ産業

を選択する・したがって，2財の生産量は各期ごとに上下に変動することにな

る．価樒およぴ利子率についても上下に変動する．こ？経済ではρ（工）がコン

スタントであるような定常均衡は存在しない．したがって，この均衡が，最短

の労働循環を示す均衡である、

　また，ここで行われた分析には多くの単純化がなされている．まず効用関数

におけるそれであるが，このモデルでは，労働は効用関数に入っていない．人

々は，保有する全ての労働を，非弾カ的に供給するのである．モデルに労働の

不効用を導入したとしても結論が大きく変わることはないであろう．

　第二に，このモデルには貨幣が入っていないことである．貨幣をモデノレにど

の様な形で導入するかによっては，ここで述べた命題が成立しない可能性も出

てくるものと思われる．また，貨幣が存在しないために総産出量が求められな

い．このため，命題の均衡では，総産出量の変動と相対価格の変動は，x財を

単位にしたときもγ財を単位にしたときもフィリップス曲線と類似の梱関を示

すものの，両者は時間に関して逆の関係を示してしまう．

　最後に，φがαノβよりも大きいときには，手こで与えられた均衡は存在し

ない．このような場合には，価楕調整メカニズムによる市場ではなく，例えぱ

数量調整メカニズムによる市場が存在する可能性も否定できないであろう．

　　　　　　　　　　　　　参考文献

Arrow，Kenneth　J。“The　Eoonomic　Implications　of　Learning　by　Doing”，地一

　〇古醐ψEω伽榊わ∫肋∂〃岳xxIv（June1962）155－173．

Luc鵬，Robe穴E・Jr1”o此1∫q／B閉づ榊5∫C〃伽，New　York，Bω〃別ω虎ωε〃，198ア・

701



（100）　　　　　　　　　　一橋論叢　第99巻　第5号

　　　　　　　　　　　　　　　　〈補論〉

命題の証明

　始めに，第舌世代（亡≧0）の行動を考えることにする．先ず，まが奇数のと

き，第‘世代が直面している相対価格は，y0㎜gのときβ／αであり，oldの

ときα／βである．また，利子率はα／（φβ）〉1である．したがって，彼（ある

いは彼女）の生涯所得は，d：r→γという産業選択をしたときに最大になる

ことが簡単に示される。このとき彼（あるいは彼女）の所得はyOungのとき

にβ，01dのときにαとなる．さらに，この価格およぴ利子率のもとでの各財

の需要は（吻榊（6），物胞．（‘），ox川舳（‘十1），卯、十1厄’（亡十1））＝（β卿2，α卿2，α卿

2，β卿2）となる．なお，このときの貯蓄は0である．

　亡が偶数のとき，相対価格は，yOungのときβノαであり，oldのときα／β

である・そして利子率がβ／（φα）〈1であることから，a：X→Xという職業選

択のときに最大になることが示される．所得はyomgのときにα，o1dのと

きにβとなる。各財の需要は（01、庖．（‘），6x、榊（‘），吻十1厄’（‘十1），θ五、、1厄てま十1））

＝（α卿2，β卿2，β卿2，α卿2）で与えられ，貯蓄は0である．

　以上の値が3市場のcleaning　conditiOnを満たすことは簡単な計算によっ

て示される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終わり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（埼玉大挙助教授）
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